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令和５年大和市農業委員会第１２回総会議事録 

 

                    令和５年１２月２２日（金）午前１０時開会  

                    大和市役所５階 全員協議会室  

 

１．本日の出席委員  

  １番 古 木 利 明  委員          ９番 眞 壁 浩 二 委員 

  ２番 柏 木   明  委員         １０番 遠 藤 一 直 委員 

  ３番 渡 邊 カ ク  委員         １１番 田 邊 義 之 委員 

  ４番 青 木 裕 一  委員         １２番 木 村 賢 一 委員 

  ５番 小 川 道 子  委員         １３番 上 野 岩 雄 委員 

  ６番 長谷川慶太郎委員          １５番 岩 崎 敏 博 委員 

  ７番 池 田 俊一郎委員          １６番 荒 井 隆 幸 委員 

  ８番 山 口 喜 充  委員 

 

２．本日の欠席委員  

  １４番 保 田 嘉 一 委員 

 

３．農業委員会事務局職員出席者  

  事務局長   村瀬  知一 

  次長    佐藤  祐介 

  主査    冨田  規裕 

  主査    中川  雅美 

 

４．本日の議事日程  

  日程第 １ 議事録署名委員の指名  

  日程第 ２ 諸報告 

  日程第 ３ 報告第４９号 農地法第３条の３の規定による届出について  

  日程第 ４ 報告第５０号 農地法第４条第１項第７号の規定による届出について  



 2 

  日程第 ５ 報告第５１号 農地法第５条第１項第６号の規定による所有権移転の届  

               出について  

  日程第 ６ 報告第５２号 生産緑地に係る農業の主たる従事者証明について  

  日程第 ７ 報告第５３号 相続税の納税猶予に関する適格者証明について  

  日程第 ８ 議案第２５号 農地法第５条第１項の規定による所有権移転許可申請に  

               ついて 

  日程第 ９ 議案第２６号 農地法第５条第１項の規定による使用貸借権設定許可申  

               請について  

  日程第１０ 議案第２７号 農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農  

               用地利用集積計画について  

  日程第１１ 議案第２８号 都市農地の貸借の円滑化に関する法律第４条第１項の規  

               定による事業計画について  

 

５．本日の会議に付した事件 

  議事録署名委員の指名  

  諸報告 

  報告第４９号 農地法第３条の３の規定による届出について  

  報告第５０号 農地法第４条第１項第７号の規定による届出について  

  報告第５１号 農地法第５条第１項第６号の規定による所有権移転の届出について  

  報告第５２号  生産緑地に係る農業の主たる従事者証明について  

  報告第５３号  相続税の納税猶予に関する適格者証明について  

  議案第２５号 農地法第５条第１項の規定による所有権移転許可申請について  

  議案第２６号 農地法第５条第１項の規定による使用貸借権設定許可申請について  

  議案第２７号  農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農用地利用集積  

         計画について  

  議案第２８号  都市農地の貸借の円滑化に関する法律第４条第１項の規定による事業  

         計画について  
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午前１０時００分 開会 

○議長  ただいまの出席委員は１５名で、定足数に達しておりますので会議は成立いた

しました。  

     これより令和５年１２月大和市農業委員会第１２回総会を開会いたします。  

     議事日程は、お手元に配付したとおりでございます。 

○議長  日程第１、議事録署名委員の指名をいたします。議事録署名委員は、慣例に従

いまして議長において、３番、渡邊カク委員、４番、青木裕一委員を指名いた

します。よろしくお願いいたします。  

○議長  日程第２、諸報告を議題に供します。  

     事務局、説明をお願いします。  

○事務局  総会資料１ページをごらんください。  

     １１月１７日、令和５年度大和市産業人表彰式が開催され、柏木会長が出席さ

れました。  

     １１月２１日、柏木会長、眞壁職務代理、遊休農地対策部会から上野部会長及

び木村副部会長から市長へ、「令和６年度大和市農業施策に関する意見につい

て」を提出いたしました。 

     １１月２８日、令和５年度大和市農業委員視察研修を実施いたしました。  

     １１月３０日、令和５年度全国農業委員会会長代表者集会が都内で開催され、

柏木会長が出席されました。  

     １２月１３日、令和５年度関東ブロック女性農業委員等研修会及びかながわ農

業委員会女性協議会現地交流会が群馬県で開催され、渡邊委員、小川委員が参

加されました。  

     続いて県許可等の状況でございます。 

     令和５年第１０回総会議案第２３号の下和田における所有権移転の許可申請に

つきましては、令和５年１１月１７日付で県知事許可となっております。  

     また、同総会議案第２２号、上草柳における駐車場と共同住宅につきましては、

令和５年１１月１７日付及び２１日付で、それぞれ県知事許可となっておりま

す。 

     諸報告につきましては以上でございます。  
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○議長  事務局の説明が終わりました。本件について、ご意見等何かございますか。  

（発言者なし）  

○議長  それでは、私から報告いたします。 

     １１月１７日、大和市産業人表彰式に出席しました。農業関係では、優良農業

者として安藤一郎さん、優良農業青年に小川穣さん、優良農業女性として保田

奈穂美さんが、また、団体賞としては、１位が久田支部、２位が上和田支部、

３位が山上支部でございました。私からは、神奈川県農業会議会長賞を石井重

隆さんに代理授与させていただきました。  

     １１月２１日、市長に「令和６年度大和市農業施策に関する意見について」提

出いたしました。農業の担い手の育成や確保、農業が経営として成り立つよう

施策を要望し、大和の特産物等について出席者全員で意見交換することができ

ました。  

     １１月２８日、神奈川県農業技術センター三浦半島地区事務所の視察研修は、

大変参考になり、有意義な研修ができたと思います。ありがとうございました。  

     １１月３０日、令和５年度全国農業委員会会長代表者集会が東京文京シビック

ホールで行われ、出席いたしました。当日は約１，０００人の参加があり、農

林水産大臣、衆参両院農林水産委員長等の来賓あいさつ後、要請決議、申し合

わせ決議、活動事例報告がありました。  

     なお、地元選出の国会議員への要請活動につきましては、私事都合により、私

は欠席いたしました。  

     以上でございます。  

     お願いします。  

○小川委員  １２月１３日、関東ブロックの女性部の研修会に私と渡邊さんと２人で参

加させていただきました。全部の人数で３３４名の出席がありまして、とても

有意義な研修会でした。  

     以上です。  

○議長  ありがとうございました。  

     ほかにはございますか。  

（発言者なし）  
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○議長  本件は報告案件につき、以上をもって終結いたします。  

○議長  日程第３、報告第４９号、農地法第３条の３の規定による届出についてを議題

に供します。  

     事務局、説明をお願いします。  

○事務局  それでは、報告第４９号についてご説明いたします。  

     議案書１ページの２件がありました。相続により所有権を得たものです。事務

局長専決により書類を受理し、受理通知書を交付いたしました。  

     なお、受付番号１番については、報告事項第５２号受付番号１番と関連してい

ます。受付番号２番については、議案第２７号、受付番号１番と関連していま

す。 

     説明は以上です。 

○議長  事務局の説明が終わりました。  

     これより質疑に入ります。本件について質疑、意見はございますか。 

     池田委員。  

○池田委員  １番、２番、同じ方なのですけれども、２番の場合は今説明がありました

が、８ページのほうで調整区域ということで利用権設定を予定されているよう

ですが、１番のほうが生産緑地で、いわゆる４ページで主たる従事者証明とい

うことで申請が出ていますけれども、この後、この場合は相続人自体が八王子

市ということで、恐らく人に貸すか、あるいはその後どうするかということに

なると思いますが、具体的にこの１番について、主たる従事者証明を４ページ

で申請されていて、その後の予定など教えていただきたいと思います。 

○議長  事務局。  

○事務局  こちらは、基本的に売却の予定と伺っているのですけれども、全てを一括し

て売却するのか分筆して売却するのかというのは、まだ検討中ということです。  

     以上です。  

○議長  池田委員。  

○池田委員  恐らく売却の方向かと思っていたのですけれども、離れた場所で生産緑地

というのも、おまけに相続ということでね。そういうことで、これは何とも言

いようがないのだけれども、年々こういう形で、毎月、生産緑地中心に市内の
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農地が減っていってしまっているということで、委員としては非常に残念だな

と。それ以上言いようがないのですけれども。確認なりでさせていただきまし

た。 

○議長  ほかにご質問等あればお願いします。  

（発言者なし）  

○議長  それでは、質疑を終結いたします。 

     本件は報告案件につき、以上をもって終結いたします。  

○議長  日程第４、報告第５０号、農地法第４条第１項第７号の規定による届出につい

て、日程第５、報告第５１号、農地法第５条第１項第６号の規定による所有権

移転の届出についてを一括議題に供します。  

     事務局、説明をお願いします。  

○事務局  それでは、ご説明します。 

     報告第５０号については議案書２ページの６件が、報告第５１号については議

案書３ページの７件がございました。案内図は総会資料の３から６ページでご

ざいます。いずれも添付書類も含め完備しておりましたので、事務局長専決に

より受理通知書を交付いたしました。  

     以上です。  

○議長  事務局の説明が終わりました。  

     これより質疑に入ります。本件について質疑、意見はございますか。 

     長谷川委員。 

○長谷川委員  総会資料の５ページ、５条の届出の２番と３番ですけれども、ちょうど

挟まれるように道路があると思うのですが、こちらはもう農地ではないという

認識でよろしいのでしょうか。  

○議長  事務局。  

○事務局  こちらは過去に転用の届出が出ていまして、２番と３番の西側一帯を開発す

るということで、入口部分として転用済みです。 

○議長  ほかにございますでしょうか。木村委員。  

○木村委員  ５０号の２番ですけれども、こちらは、一般住宅の２階建て１棟というの

は、これは新築、建て替えか何か。たしかこの左側が、現在自宅があったと思
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うのですけれども、建て替えなのか。  

○議長  事務局。  

○事務局  こちらは既存で申請されていらっしゃいます。もう既に２階建ての住宅があ

ります。建て替えではないそうです。  

○木村委員  単なる地目変更で出ているということですね。 

○事務局  そうです。 

○議長  木村委員。  

○木村委員  わかりました。  

     同じように３番、これも共同住宅自体はあるけれども、地目変更を出したとい

うことなのか。 

○議長  事務局。  

○事務局  こちらのほうが今更地になっていて、工事が始まったばかりですけれども、

こちらは新規でアパートを建てるという計画です。  

○木村委員  わかりました。  

○議長  ほかにございますでしょうか。長谷川委員。  

○長谷川委員   今度は４条の４、５、６ですけれども、総会資料ですと３ページの４、

５、６になるのですが、これは恐らく６番がメインの話だと思うのですが、４

番と５番に関しては、５番は６番にくっついて、４番はまとめて出したほうが

楽かなということなのでしょうか。今までほったらかしになっていたというだ

けなのでしょうか。そのあたりの認識を教えてください。  

○議長  事務局。  

○事務局  所有者が一緒でいらっしゃるということから推測なのですけれども、おっし

ゃったとおり、受付番号６番を５番と一緒に含めて計画している中で、一連の

こちらの周辺の土地の地目が畑であるということが発覚したので、地目変更を

したいということでの届出になります。  

○長谷川委員   ありがとうございます。  

○議長  ほかにございますでしょうか。  

（発言者なし） 

○議長  それでは、質疑を終結いたします。 
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     本件は報告案件につき、以上をもって終結いたします。  

○議長  日程第６、報告第５２号、生産緑地に係る農業の主たる従事者証明についてを

議題に供します。  

     事務局、説明をお願いします。  

○事務局  それでは、報告第５２号についてご説明いたします。  

     受付番号１は議案書４ページ、案内図は総会資料の７ページになります。生産

緑地を所有していた被相続人が令和５年３月１８日に死亡したことにより、相

続人である子夫婦が、生産緑地法第１０条に定める生産緑地の買取り申出を行

うために、被相続人の主たる従事者証明を願い出たものです。本件の被相続人

は、亡くなる１カ月ほど前に体調を崩して入院するまで農業に従事していたこ

とから、主たる従事者であると判断できます。現地は肥培管理がなされていま

す。ついては、申出人と青木委員とで、令和５年１１月１５日に現地を確認の

上、主たる従事者であることを確認し、証明したものです。  

     受付番号２は、議案書は４ページ、案内図は総会資料の８ページになります。

生産緑地を所有していた被相続人が令和５年６月３日に死亡したことにより、

相続人である妻が、生産緑地法第１０条に定める生産緑地の買取り申出を行う

ために、被相続人の主たる従事者証明を願い出たものです。本件の被相続人は、

令和５年３月に倒れて入院するまで農業に従事しており、その後の管理運営を

相続人に指示し、実質の農業経営主であったことから、主たる従事者であると

判断できます。現地は肥培管理がなされています。ついては、申出人と長谷川

委員とで、令和５年１１月２９日に現地を確認の上、主たる従事者であること

を確認し、証明したものです。  

     以上です。  

○議長  事務局の説明が終わりました。  

     次に、現場等の確認をしていただいております地元委員、説明をお願いします。  

     受付番号１番を青木委員、お願いします。  

○青木委員  事務局の説明のとおり、１１月１５日に私と事務局で現地を確認しました。

現地は管理されていました。また、申出人の父が農業従事者であったことは確

認しており、やむを得ないと思います。  
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     以上です。  

○議長  ありがとうございました。 

     続きまして、受付番号２番を長谷川委員、お願いいたします。  

○長谷川委員   事務局の説明のとおり、１１月２９日に私と事務局で現地を確認しまし

た。現地は管理されていました。また、申出人の夫が農業従事者であったこと

は確認しており、やむを得ないと思います。  

     以上です。  

○議長  ありがとうございました。  

     地元委員の説明が終わりました。  

     これより質疑に入ります。本件について質疑、意見はございますか。  

（発言者なし）  

○議長  質疑を終結いたします。  

     本件は報告案件につき、以上をもって終結いたします。  

○議長  日程第７、報告第５３号、相続税の納税猶予に関する適格者証明についてを議

題に供します。  

     事務局、説明をお願いします。  

○事務局  それでは、報告第５３号についてご説明いたします。議案書の５ページをご

らんください。総会資料は９ページです。  

     相続人は被相続人の存命中から農業経営をしていました。相続後も農業経営を

継続していく意向です。現地は柿、ミカン等果樹を中心に栽培しており、夏場

は露地野菜も栽培しているとのことです。一部使用していない部分がありまし

たが、全面耕作が必要な旨伝え、春に向けて肥培管理していく旨、意思確認い

たしました。ついては、１１月２１日に遠藤委員と相続人立ち会いのもと、現

地確認の上、納税猶予を受けるに適格者であることを確認し証明したものです。  

     以上、ご報告いたします。  

○議長  事務局の説明が終わりました。  

     次に、現場等の確認をしていただいております委員の説明をお願いいたします。  

     遠藤委員、お願いいたします。  

○遠藤委員  １１月２１日に私と事務局で現地に行き、相続人と立ち会って現地を確認
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しました。事務局の説明どおり、納税猶予に関してよく意思確認を行いました。

今回の件は問題ないと思います。  

     以上です。  

○議長  ありがとうございました。  

     地元委員の説明が終わりました。  

     これより質疑に入ります。本件について質疑、意見はございますか。  

（発言者なし）  

○議長  質疑を終結いたします。  

     本件は報告案件につき、以上をもって終結いたします。  

○議長  日程第８、議案第２５号、農地法第５条第１項の規定による所有権移転許可申

請についてを議題に供します。  

     事務局、説明をお願いします。  

○事務局  議案第２５号についてご説明いたします。議案書は６ページ、資料は１０、

１１ページをごらんください。  

     申請地及び申請者は議案書記載のとおりです。申請地の位置図は総会資料１０

ページの斜線で示しております。また、登記地目は畑で、現況も畑です。転用

目的は露天駐車場です。譲受人は上草柳を拠点とする工務店です。この法人は、

現在隣地を資材置場として活用していますが、車両が増えて通路や来客用駐車

場に車をとめている現状で、必要となる１０台を駐車する計画です。農地の区

分は、市街化区域に近接し農地の広がりが１０ ha未満になることから第２種農

地と判断いたしました。被害防除につきましては、コンクリートブロック３段

とメッシュフェンスを設置する計画で問題ないと考えます。令和５年１２月１

３日に代理人、山口委員と事務局で現地にて確認を行っています。  

     以上です。ご審議のほどよろしくお願いいたします。  

○議長  事務局の説明が終わりました。  

     次に、現場等の確認をしていただいております地元委員、説明をお願いします。 

     山口委員、お願いします。  

○山口委員  １２月１３日に私と事務局と一緒に現地に赴きました。今回の代理人とお

会いし現地を確認いたしました。内容は事務局の説明どおりです。現地の境界、
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周辺への被害防除等を確認することができました。今回の転用はやむを得ない

と思います。  

     以上です。  

○議長  ありがとうございました。  

     地元委員の説明が終わりました。  

     これより質疑に入ります。本件について、質疑、意見はございますか。 

     田邊委員。  

○田邊委員  今回の議案の転用目的は、あくまでも駐車場としての活用でよろしいので

すね。資材置場ではなく、駐車場なのですね。 

○議長  事務局。  

○事務局  転用目的は駐車場です。 

○議長  ほかにはございますでしょうか。 

（発言者なし）  

○議長  それでは、質疑を終結いたします。 

     これより、採決してまいります。  

     議案第２５号、農地法第５条第１項の規定による所有権移転許可申請について

を採決いたします。  

     議案第２５号について、許可相当とすることに賛成の委員の挙手を求めます。  

（挙手全員）  

○議長  挙手全員でございます。よって、議案第２５号は、許可相当とすることに決定

いたしました。  

○議長  日程第９、議案第２６号、農地法第５条第１項の規定による使用貸借権設定許

可申請についてを議題に供します。  

     事務局、説明をお願いします。  

○事務局  議案第２６号、農地法第５条第１項の規定による使用貸借権設定許可申請に

ついてをご説明いたします。  

     この申請は本年度７月総会にて許可相当と議決したものですが、農地転用許可

と同時許可が必要である開発許可の申請において、書類不備で提出できなかっ

たことから、８月８日に一度申請を取り下げ、１２月４日に再度の申請となっ
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たものです。  

     議案書７ページ、資料は１２から１３ページになります。 

     申請地及び申請者は、議案書記載のとおりです。登記地目は畑で、現況も畑で

す。申請地の位置図は、総会資料１３ページの斜線で示しております。貸人は

父、借人は三男の関係で、農家分家住宅として転用するものです。借人は、子

の成長により手狭となった賃貸住居から転居する必要があり、子が通う小学校

に至近で実家に近く、複数の親戚が住む集落に住宅建築を希望しています。そ

のために貸人が集落に接する自己所有農地の一角を勧めるに至りました。借人

は土地を所有しておらず、貸人は当該農地以外に適地を所有していません。第

１種農地ですが、第１種農地の例外的に許可をすることができる要件の住宅や

「日常生活上又は業務上必要な施設で集落に接続して設置されるもの」に該当

するもので、今回の案件は集落に接続し立地していることから、立地について

は妥当です。また、面積は分家住宅に相応であり、規模としても妥当であると

考えます。  

     都市計画法の開発許可を見込まれており、許可後は、遅滞なく申請の用に供す

るための工事着工がなされると認められます。計画期間は、許可後より４カ月

となっています。 

     被害防除として、隣地境界にブロック２段積みの擁壁を設置し、雨水は敷地内

にて浸透処理とする計画です。  

     令和５年７月１４日に申請人の代理人、柏木会長と事務局で現地にて確認を行

っております。計画に変更がないことから、再度の現地立ち会いは行っており

ません。  

     以上です。ご審議のほどよろしくお願いいたします。  

○議長  事務局の説明が終わりました。  

     これより質疑に入ります。本件について質疑、意見はございますか。  

（発言者なし）  

○議長  質疑を終結いたします。  

     これより、採決してまいります。  

     議案第２６号、農地法第５条第１項の規定による使用貸借権設定許可申請につ
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いて採決いたします。  

     本件を許可することに賛成の委員の挙手を求めます。  

（挙手全員）  

○議長  挙手全員であります。よって、議案第２６号は、許可することに決定いたしま

した。 

○議長  日程第１０、議案第２７号、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に

よる農用地利用集積計画についてを議題に供します。  

     なお、農業委員会等に関する法律第３１条、議事参与の制限によりまして、

「委員は、自己又は同居の親族もしくはその配偶者に関する事項については、

その議事に参与することができない」となっております。よって、受付番号４

番の質疑及び採決につきましては、該当者に退席をしていただき、最後に行い

ます。 

     それでは、受付番号１番から６番について、事務局、説明をお願いします。  

○事務局  議案第２７号、受付番号１から６についてご説明いたします。議案書は８か

ら９ページ、資料は１４から２５ページになります。  

     大和市長から、令和５年１２月１日付で農用地利用集積計画の諮問を受けてい

ます。 

     受付番号１は更新案件です。使用貸借権を設定する土地の面積は９０９㎡です。

令和６年２月１日から令和９年１月３１日までの３年間、使用貸借権を設定し

て、露地野菜を栽培する計画です。借人は耕運機等農機具を所有し、現在３，

５２３㎡を経営しています。農業経営者１名、農業専従者２名で農業経営を行

っております。令和５年１２月１１日に眞壁委員と事務局で現地に赴き、貸人

及び借人に聞き取りを行いました。  

     受付番号２も更新案件です。賃貸借権を設定する土地の面積は２，３５４㎡で

す。令和６年２月１日から令和９年１月３１日までの３年間、賃貸借権を設定

して、水稲を栽培する計画です。借人は耕運機等農機具を所有し、現在１万３，

６７８㎡を経営しています。農業経営者１名、農業専従者１名、農業補助者２

８名で農業経営を行っております。令和５年１２月１１日に眞壁委員と事務局

で現地に赴き、貸人及び借人に聞き取りを行いました。  
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     受付番号３は新規案件です。賃貸借権を設定する土地の面積は１，２５２㎡で

す。令和６年２月１日から令和７年１月３１日までの１年間、賃貸借権を設定

して、露地野菜を栽培する計画です。借人は耕運機等農機具を所有し、現在１

万３，６７８㎡を経営しています。農業経営者１名、農業専従者１名、農業補

助者２８名で農業経営を行っております。令和５年１２月１１日に眞壁委員と

事務局で現地に赴き、貸人及び借人に聞き取りを行いました。 

     受付番号４も新規案件です。賃貸借権を設定する土地の面積は１，４６０㎡で

す。令和６年２月１日から令和７年１月３１日までの１年間、賃貸借権を設定

して、露地野菜を栽培する計画です。借人は耕運機等農機具を所有し、現在１

万９，２１９．９１㎡を経営しています。農業経営者１名、農業専従者２名で

農業経営を行っております。令和５年１２月１１日に長谷川委員と事務局で現

地に赴き、貸人及び借人に聞き取りを行いました。  

     受付番号５も新規案件です。使用貸借権を設定する土地の面積は１，２４８㎡

です。令和６年２月１日から令和７年１月３１日までの１年間、使用貸借権を

設定して水稲を栽培する計画です。借人は田植え機等農機具を所有し、現在３，

８５５㎡を経営しています。農業経営者１名、農業専従者１名、農業補助者３

名で農業経営を行っております。令和５年１２月１１日に眞壁委員と事務局で

現地に赴き、貸人及び借人に聞き取りを行いました。  

     受付番号６も新規案件です。使用貸借権を設定する土地の面積は１，０００㎡

です。令和６年２月１日から令和７年１月３１日までの１年間、使用貸借権を

設定して、水稲を栽培する計画です。借人は田植え機等農機具を所有し、現在

３，８５５㎡を経営しています。農業経営者１名、農業専従者１名、農業補助

者３名で農業経営を行っております。令和５年１２月１１日に眞壁委員と事務

局で現地に赴き、貸人及び借人に聞き取りを行いました。  

     以上の計画の内容は、いずれも借人の経営状態、従事日数など農業経営基盤強

化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていると考えます。  

     以上です。ご審議のほどよろしくお願いいたします。  

○議長  受付番号７番について、事務局、説明をお願いします。  

○事務局  受付番号７番についてご説明いたします。新規の案件でございます。議案書
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９ページ、資料は２６、２７ページになります。  

     大和市長から、令和５年１２月１日付で、農用地利用集積計画の諮問を受けて

います。賃借権を設定する土地の面積は８２４㎡です。借人の住所、氏名及び

貸人の住所、氏名は議案書に記載のとおりです。令和６年２月１日から令和７

年１月３１日までの１年間、賃借権を設定して露地野菜を栽培する計画です。

借人は耕運機等農機具を所有し、現在５，９７５㎡を経営しています。農業経

営者１名で農業経営を行っております。令和５年１２月４日に上野委員と事務

局で現地に赴き、貸人及び借人に聞き取りを行いました。  

     以上の内容は、いずれも借人の経営状態、従事日数など、農業経営基盤強化促

進法第１８条第３項の各要件を満たしていると考えます。  

     以上です。ご審議のほどよろしくお願いいたします。  

○議長  事務局の説明が終わりました。  

     次に、現場等の確認をしていただいております地元委員の説明をお願いいたし

ます。 

     受付番号１から３番及び５番から６番について、眞壁委員、お願いいたします。  

○眞壁委員  受付番号１から３番及び５番、６番について、１２月１１日に事務局と現

地へ赴き、貸人及び借人とお会いし確認いたしました。現地は管理されており、

問題ないと思います。  

     以上です。  

○議長  次に、受付番号４番について、長谷川委員、お願いします。  

○長谷川委員   受付番号４番について、１２月１１日に事務局と現地へ赴き、貸人及び

借人とお会いし確認いたしました。現地は管理されており、問題ないと思いま

す。 

○議長  ありがとうございます。  

     次に、受付番号７番について、上野委員、お願いします。  

○上野委員  受付番号７番について、１２月４日に事務局と現地に赴き、貸人及び借人

にお会いし確認いたしました。現地は管理されており、問題ないと思います。  

     以上です。  

○議長  ありがとうございました。  
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     地元委員による説明が終わりました。  

     これより質疑に入ります。  

     なお、受付番号４番については、議事参与の制限があるため、最後に質疑及び

採決を行います。  

     それでは、受付番号４番以外の件について、質疑、意見はございますか。  

     岩崎委員。  

○岩崎委員  受付番号２番と３番の件ですが、これは借りる方、設定をうける者の平米

数が大分増えてきているという状況が感じられるのですね。そこのところで、

農業経営者と農業従事者、それから農業補助者、これの人数で大丈夫なのかど

うなのかという不安。その理由は、農業経営者が１人ということは変わってい

ないのですが、農業従事者が減ってきている。減ってきているというのは、今

年の３月２８日の資料を見てみますと、農業従事者が３人いらっしゃった。そ

れが１人減ってきているということがあります。それから、農業補助者が２８

人と２人増えてきているのですが、ただ、この農業補助者というのは、高齢者

とか、あるいは障害手帳を持っている方、こういう方々がかかわっていると聞

いているのですが、ここら辺のところの、障害者手帳を持っていたり高齢者の

ところに仕事量の負担が起きないかどうなのか。農業従事者が２人減ってきて

いる中で、そこら辺のところが心配されるのですが、そこら辺のところの様子

は把握されていますでしょうか。  

○議長  事務局。  

○事務局  こちらなのですけれども、以前の資料と人数が違うということですが、現状、

会社の状況は変わっておりません。表現が変わってしまったことなどにより、

実質はどちらも変わっていないです。  

○議長  事務局。  

○事務局  追加で説明させていただきますと、届け出ている内容としては、農業従事者

としては、農業専従者が２人、そして、ほかにスタッフがいらっしゃるのです

けれども、１００日から１４９日農業をやられるという方が２人いらっしゃっ

て、あとはデイサービスでご利用されるという方々が６０日から９９日といっ

たところの欄で２６人いますということで届出を今回受け付けております。主
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として農業に従事する者というほうに人数が移行してしまった関係ではありま

すが、配置自体は一緒になっているご状況です。  

○岩崎委員  そうしますと、農業専従者というのは、今回１名ということになっている

のですが、それはそういう判断の中で、前回は３名だったけれども、メンバー

は変わらないが、今回は農業専従者が１名という記載がなされたということで

しょうか。 

○議長  事務局。  

○事務局  そうです。経営者の方と農業専従者、メインが２人で現場のほうを管理して

いまして、以前は３人ということだったので、残りの２人は、少し日数が減っ

たのですけれども、主として農業に従事するということで１５０日未満のライ

ンのほうに移行してきたので、状況としては変わっていないのですが、少し従

事日数が減ったとご認識いただければと思います。  

○議長  よろしいでしょうか。  

○岩崎委員  はい。  

○議長  事務局。  

○事務局  補足させていただきますけれども、こちらの借人については、今、委員から

お話がありましたが、実際に作業されるのは、デイサービス事業をされている、

通っている方、高齢者であるとか若年性の認知症の方、また障害者の方等々が

いらっしゃるのですけれども、それ以外に一般のボランティアという方も農作

業に従事しているということです。それらの方を毎日、ワゴン車複数台で相模

原と大和の事業所からピックアップして、現地の農地に向かって、そこで何カ

所かおろしての作業を行っているということで、まだ体制としては余力がある

ということで、今回、農地の拡大に至ったと聞いております。  

○議長  追加説明ということで。 

     ほかに何かございますか。遠藤委員。  

○遠藤委員  ちょっと教えていただきたいのですが、受付番号６番の新規の件で、賃貸

の水稲をやりますという表記であるのですが、現地の確認をされて問題はない

というお話があったのでちょっと現況確認です。もともと田んぼの跡地だった

と思うのですが、写真を見る限りかなり荒れているという状況が１点と、田ん
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ぼの跡地なので水路は写真で確保ができるかと思うのですが、畦とか荒れ方と

か、あと周辺でも水稲をやっているのかどうなのか、そこら辺がわからないの

ですが、新たにここだけ水稲を始めるという認識を持っていてよろしいのかと

いうのが１点と、そういう環境整備がなされているのかというのをちょっと質

問したいのですが。  

○議長  事務局。  

○事務局  この周りにも水稲をやっているところはあります。荒れているのは、今まで

畑で使っていたということもあるのですが、今回借りる方は、田んぼとして活

用するということで聞いております。  

○議長  遠藤委員。  

○遠藤委員  わかりました。  

○議長  ほかにはございますでしょうか。  

（発言者なし）  

○議長  質疑を終結いたします。  

     これより、議案第２７号、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定によ

る農用地利用集積計画について採決いたします。  

     受付番号１番について、諮問どおり答申することに賛成の委員の挙手を求めま

す。 

（挙手全員）  

○議長  挙手全員であります。よって、受付番号１番は、諮問どおり答申することに決

定いたしました。  

     次に、受付番号２番について、諮問どおり答申することに賛成の委員の挙手を

求めます。  

（挙手全員）  

○議長  挙手全員であります。よって、受付番号２番は、諮問どおり答申することに決

定いたしました。  

     次に、受付番号３番について、諮問どおり答申することに賛成の委員の挙手を

求めます。  

（挙手全員）  
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○議長  挙手全員であります。よって、受付番号３番は、諮問どおり答申することに決

定いたしました。  

     次に、受付番号５番について、諮問どおり答申することに賛成の委員の挙手を

求めます。  

（挙手全員）  

○議長  挙手全員であります。よって、受付番号５番は、諮問どおり答申することに決

定いたしました。  

     次に、受付番号６番について、諮問どおり答申することに賛成の委員の挙手を

求めます。  

（挙手全員）  

○議長  挙手全員であります。よって、受付番号６番は、諮問どおり答申することに決

定いたしました。  

     次に、受付番号７番について、諮問どおり答申することに賛成の委員の挙手を

求めます。  

（挙手全員）  

○議長  挙手全員であります。よって、受付番号７番は、諮問どおり答申することに決

定いたしました。  

     ここで、受付番号４番に入る前に、暫時休憩します。  

○議長  再開します。 

     それでは、受付番号４番について、質疑、意見はございますか。  

     木村委員。  

○木村委員  ちょっと確認ですが、設定者と設定をうける方の年齢が、うける方が７０

代。設定者は、ご自分では耕作が不可能になってしまったというか、その辺も

しわかれば。総会資料の２０、２１で状況がわかるのですね。今まではご自分

で管理されてきたのですが、どなたかにお願いしないと維持ができないという

ことになってしまったのだと思うのですが、その辺の状況をわかる範囲内で教

えていただければ。 

○議長  事務局。  

○事務局  ちょっと私のほうも直接はっきりと聞いたわけではないのですけれども、ま
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ず、今回借りる方ですが、総会資料２０ページの該当地の左側にハウスがある

図があったと思うのですが、そちらの持ち主の方です。あと、市役所の南側が

市街化区域に編入されるという予定が立っていらっしゃるということはご承知

されていらっしゃるかと思うのですけれども、そちらの筆がなくなるというこ

とを受けて、代替地をご希望されていらっしゃったご状況ではあったので、そ

の分について貸し借りのほうを貸手のほうにご相談されたようなのです。特に、

貸手のほうはできなくなってしまったとかそういうご状況ではないのですが、

貸してくれないかというご相談があったときに、それに応じたという話で、今

回のお取引になったということは伺っています。  

○木村委員  不可能になってしまったから貸すということではないということですね。

いずれにしても、調整区域で、現状この総会資料を見ますと、こういう状態で、

今までは作物をつくっておられたという感じではないのかな。  

○議長  事務局。  

○事務局  こちらの筆は、道路側のほうが果樹で、その奥が露地野菜をやっていらっし

ゃる筆になります。  

○木村委員  貸されても、自分も農業には何ら支障がないと、そういうことでよろしい

ですか。  

○議長  事務局。  

○事務局  はい、おっしゃるとおりです。  

○議長  ありがとうございます。  

     ほかにはございますか。  

（発言者なし）  

○議長  それでは、質疑を終結します。  

     これより、受付番号４番について採決いたします。  

     受付番号４番について、諮問どおり答申することに賛成の委員の挙手を求めま

す。 

（挙手全員）  

○議長  挙手全員であります。よって、受付番号４番は、諮問どおり答申することに決

定しました。  
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     暫時休憩します。  

○議長  再開いたします。  

     日程第１１、議案第２８号、都市農地の貸借の円滑化に関する法律第４条第１

項の規定による事業計画についてを議題に供します。  

     事務局、説明をお願いします。  

○事務局  議案第２８号についてご説明いたします。  

     この法律は、生産緑地に対し一定の要件を満たした事業計画を市町村長が農業

委員会の決定を経て認定することにより、農地法第３条の許可を受ける必要が

なく、また、第１７条の法定更新を適用しない貸借を行うものです。 

     大和市長から、令和５年１２月１日付で同法に基づき諮問を受けています。議

案書は１０ページ、資料は２８、２９ページになります。  

     継続の承認申請で使用貸借による権利を設定する土地の面積は１，２７９㎡で

す。借人及び貸人の住所、氏名は議案書に記載のとおりです。令和６年１月１

日から令和８年１２月３１日までの３年間、使用貸借による権利を設定し露地

野菜を栽培する計画です。借人は耕運機等農機具を所有し、現在５，９７５㎡

を経営しています。農業経営者１名で農業経営を行っております。  

     今回の一定の要件とは、申請土地農地において生産された農作物を主として市

内で販売することになります。提出された事業計画では、市内で販路を確保で

きなかったことから、隣接市の直売所で全量を販売する計画となっており、こ

の基準を満たしていると考えます。  

     令和５年１２月４日に地元の上野委員と事務局とで、借人及び貸人立ち会いの

もと、現地等の状況を調査しました。以上の事業計画の内容は、都市農地の貸

借の円滑化に関する法律第４条第３項の各要件を満たしていると考えます。  

     以上です。ご審議のほどよろしくお願いいたします。  

○議長  事務局の説明が終わりました。  

     次に、現場等の確認をしていただいております地元委員より説明をお願いいた

します。  

     上野委員、お願いします。  

○上野委員  議案第２８号については、１２月４日に私と事務局で、貸人の代表者及び
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借人にお会いし、現地を確認しました。今回の件については問題ないと思われ

ます。 

     以上です。  

○議長  ありがとうございました。  

     地元委員の説明が終わりました。  

     これより質疑に入ります。本件について、質疑、意見はございますか。  

     長谷川委員。 

○長谷川委員   写真の２番のほうで拝見しますと、裏側に、これは通路という扱いとい

うか利用されているのでしょうか。それとも隣の畑と一体で何か利用されてい

るのでしょうかというのが１つと、１番の写真についてですけれども、ここは

あまり耕作を積極的にされていないのかなという感じが見受けられるのですが、

この１番はどんなものをつくっていらっしゃったのでしょうか。更新というこ

となので。  

○議長  事務局。  

○事務局  ①の写真については、しばらく緑肥があったり、あとはトウモロコシをやっ

ていらっしゃるのですけれども、実は、こちらはその筆の南側に普通の一般住

宅が並んでいるのですね。今、北風が吹いてくる時期なので、耕運機をかけて

しまうとみんな飛んでしまってご迷惑をかけてしまうというご状況で、今は手

がつけられない状況ではあるので、お休みしています。それで、風向きが変わ

った時期になりましたら、春先が来ましたら、また耕運機をかけて新しいもの

をつけていこうという形で。どうしても生産緑地でお家のすぐ近くにあるもの

ですから、なかなかそこを気にしながらやっていらっしゃるというご状況では

あります。  

     あと、２番の写真についてですけれども、こちらも、一度お休みさせている部

分でして、通路ではなくて、こちらも夏のほうでは作付されていらっしゃいま

した。 

○議長  ほかにございませんでしょうか。  

（発言者なし） 

○議長  それでは、質疑を終結いたします。  
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     これより、採決してまいります。  

     議案第２８号、都市農地の貸借の円滑化に関する法律第４条第１項の規定によ

る事業計画についてを採決いたします。  

     議案第２８号について、諮問どおり答申することに賛成の委員の挙手を求めま

す。 

（挙手全員）  

○議長  挙手全員であります。よって、議案第２８号は、諮問どおり答申することに決

定いたしました。  

     これにて、本日の総会に付議された案件は全て終了いたしました。  

     よって、令和５年１２月大和市農業委員会第１２回総会を閉会いたします。  

午前１１時０１分 閉会 


